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東濃鉱山におけるラドン観測

Radon Observations in the Tono Mine
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ウランの壊変によって生成されるラドンは放射性の不活性ガスであり，水に溶けやすい．地中で生成されたラ
ドンは地下水に溶けて移動したり，空隙を通って大気中に移動しやすい性質を持っているため，地下深部の情報
や大気の状態変化を知るためのトレーサーとして利用されている．今回報告する東濃鉱山におけるラドン観測は，
その地下深部の情報のトレーサーとしてのラドンの役割を検討してみた.

岐阜県土岐市泉町に位置する東濃鉱山において、ラドンの連続観測を継続しているが、ここでの観測は次の
ような利点があげられる．(1)東濃地域は内陸部に位置し，海洋潮汐による影響が少ないこと．(2)大都市から離れ，
人工的なノイズが少ないこと．( 3 )東濃鉱山及び周辺では，調査ボーリング等が数多く存在し，地質構造が明らか
であること．( 4 )同一地点で多種目・多項目観測を行うことができるということ． ( 5 )坑内の観測は気温変動などが
一般的に小さく観測環境に恵まれていること．

さて，われわれは東濃鉱山内に，つぎに示す3種類8観測地点を設けている。( a )坑道内大気中のラドン濃度測
定点1点．（b）岩盤に掘削した横穴中のラドン濃度測定点 6点．（c）地下水中のラドン濃度測定点2点．また，観測
システムは静電捕集型で半導体を用いたラドン検出器8台，小型ラドンデータロガー3台，ワーク・ステーション1
台で構成され，10分間隔で測定されたデータを蓄積している．

今回報告する' 9 7・' 9 8年の観測結果より，特徴的な結果の一部を以下に示す．( a )の観測では2 2 0ラドン( T n )が
観測され，環境の変化に伴なうと考えられる長周期の変動が見られる．( b )の観測では，季節変動と考えられる長
周期のラドン濃度変化のほか、観測地点の地質・位置などの条件を反映した短周期の変動が見られるが，ばらつ
きが大きく明確な相関は得られていない．( c )の2箇所の観測点は2 0ｍ程度しか離れていないが，ラドン濃度も異な
っており，濃度変化の短周期成分が期間により異なる周期を示すなど，異なった地下水帯の水を測定していると
も考えられる．しかし，一方の実験の影響が他点にも表れるなど，今後十分検討すべき変化も見られる．今後，
より長期的かつ安定した観測を行うことが大きな課題となっている.


